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表1　試験区及び処理
1　は　じ　め　に

サイレージ用トウモロコシの栽培には堆厩肥の連年施用

が一般に行われているが，農家により施用量，連用年数が

異なる。合理的な施肥を行うには，この堆厩肥の施用条件

に応じた化成肥料の適切な施用量を把握する必要がある。

筆者らは，堆厩肥と化成肥料を組み合わせ，施用量と収量

性及び連用年数について検討しているが，本報ではその初

年日及び2年日の結果について報告する。

2　試　験　方　法

11）試験圃場　福島県畜産試験圃場（前作：牧草）

（2）土　　壌　黒色火山灰土壌（粘土質土壌を40cm客土）

（3）供試品種　NS郁

（4）試　験　区　表1のとおり

（6）堆厩肥成分　表2のとおり

16）収　穫　期　黄熟期

3　結果及び考案

（1）生育特性

草丈は，全生育期間を通じて各堆厩肥レベルとも化成0

匂区が最も低く，次いでMO C7．5区が低かった。

姓穂及び絹糸抽出期は，施肥レベルが高いほど早かった。

表3　生育特性，収量及びN，ミネラル
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注．1）N－P℡05－K20＝14－14－14のBB化成を溝施用
2）1区面積15が，3反復
3）全区共通（／10〃）熔燐100匂，過燐酸石灰100匂
（初年度のみ），苦土石灰200り
4）播種密度　7．017本／10〃，播種月日　5月9日

表2　堆肥成分

水分　N P205　K20　CaO MgO
DM％

初年目　72．1　1．9　1．47　1．46　1．95　0．65
2年目　74．7　　2．3　　2．24　1．75　1．37　1．11

2年目（昭別）
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しかし，初年目には全区はぼ同時に黄熟期に到達し，2年

目には各堆厩肥レベルとも化成0匂区でおくれた。

虫害は，施肥レベルが低いほど少なく．倒伏率は施肥レ

ベルが低いほど高かった。

121収量性

乾物収量は，2年間とも同様の傾向を示し，施肥レベル

が高いほど増加した。しかし仁堆厩肥0及び4f／108レ

ベルでは15匂／10〃，8曇／10〃レベルでは7．5匂／10〃を

越える化成肥料の施用は増収効果が低かった。

分散分析の結果，初年目では堆厩肥及び化成肥料とも施

用効果は認められたが，それぞれの施用水準間に有意な差

は認められず．また交互作用も認められなかった。これは，
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地力がある程度高かったことと，堆厩肥の分解が不十分で

あったことによるものではないかと考えられた。2年目に

は堆厩肥と化成肥料の交互作用が認められ，化成肥料の効

果は，堆厩肥0，41／10αレベルでは0＜7．5＜15，22．5

毎／10〃． 8t／10〃レベルでは0＜7．5 22．5匂／104

となった（危険率5％）。

雌穂率は，堆厩肥0及び41／10。レベルで化成肥料の

増加に伴い幾分高まった。

デンプン収量とその含有率を図2に示した。施肥レベル

が高いほどデンプン収量は増加したが．化成15句／10α以

上では頭打ち状態となり，特に堆厩肥8‡／104レベルで

は逆に減少する傾向を示した。
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化成肥料施用t r旬／10a）

図1　乾　物　収　量

（3）N及びP，K，Ca，Mg

N含有率は脚巴レベルの上昇に伴いわずかに高まったが，

P，K，Ca，Mgについては施肥処理間に一定の傾向が

認められなかった。

初年目にサイレージを調製したが．pH及び成分につい

ては特に施肥処理間に差はみられず，硝酸態窒素について

も5～8×10‾3％と問題はなかった。

高いレベルでの堆厩肥の連用と化成肥料の併用は植物体

のミネラルバランスを崩し，硝酸態窒素含量を高めること

が認められているが．本試験の施肥レベルでは堆厩肥連用
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三　　　　M一月

2年目でもこの傾向は認められなかった。今後，堆鹿肥の

連用に伴い土壌性状の変化とあわせて検討する必要がある。

4　ま　　と　　め

サイレージ用トウモロコシの栽培における堆厩肥と化成

肥料の合理的な施用量について検討し，2年目までに次の

結果を得た。

堆厩肥を4曇／10d以上施用した場合，15り／10βを越

える化成肥料の施用は増収効果が低く，雌穂率及びデンプ

ン含有率等の栄養面でも有利ではなかった。
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